


要 約:光力ードは、記録容量、記録の永続性、携帯性に優れており、医療情報の記録媒体

として最も適した特性を備えている。日本母性保護産婦人科医会情報処理検討委員会にお

いては、光カードの"母子健康力ード"としての利用に注目し、平成元年度よりその実現に

むけて検討を開始し、平成 6年度には"日母光カード標準データフォーマット"を制定した。

さらに平成 8年度には日本産婦人科学会周産期委員会において本規格が追認され、すでに

本規格に準拠した複数のソフトのにより全国複数の施設でフィールドテストが開始されて

いる。


